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遠洋捕鯨船 の 設計 に對すろ 一 考察
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Abstract

　　　　　Some 　 considerations 　on 　 the 　design 　o 正 ocean −going 　whale 　catcher 　 boats．

　　　　　　　　　　　　 By　 K ．　Takashiro ，　Kog α   8んら 〃 θgηゐθゲ

　The　 a ロthor 　investigated 　whale 　 catcher 　boats　 built　 in　∫apao 　in　 recent 　 years ，　 and

obtained 　a　system 　of 洫 itial　design．

　At　the　same 　time
，　the　author 　mentio 瓜 ed 　the 　problem 　on 　Iines

，
　arrangement ，

construction 　aユd　out 行ts　of 　ocea ローgoing 　whale 　catcher 　boats．

　ln　conclusion
，
　the　author 　offered 　his　6pin匠o Ω　for　future　desig 血 of　oceau 、g6ing 　whale

catcher 　boats．

　The 　 author 　w 蹴 1ts　to　express 　his　deep　appreciation 　to　see 　the 　further　theoretical　and

experirnental 　researches 　to　be　 made 　 by　the 　experts 　and 　 the　speoialists 　o コ various 　uncer −

tain　PO 至nts 　iユ this　paper ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　L 　緒　　　　　言

　昭 和 9年我國に於て南氷洋捕鯨が開始 され て 以來；多 くの 捕鯨船が 建造 され南氷洋に 日本近海 に数々 の 菜緩を

擧げ た が ， 職爭の爲に大部分は失われて しまつ た 。 然 し終機後逋合國 の 好意 に よつ て ， 再び南氷洋及び近海の 捕

鯨 が 許可 され ， 多 くの 捕鯨船が新造 ざれた 。

　本論文は之等の最近の捕鯨船の資料を基礎として ， 總噸數 300噸よ り 400噸迄の遽洋捕鯨船の 初期設計の一

方式を導き，更に 線囹，一般配｛乱 構造及び艤奘に 就て種 々 の 考察を行 つ た もの で あつ て ， 將來 の 設計 に 對す る

參考ともなれば幸と存ずる弐第である。

1L　設計上 の 必要條件

　捕鯨船は作業の 關係上 特殊な要求が 多 く， 之に 對 す る取扱者の 意見 も區 々 で あ るか ら ，
一定 の 斷案を下す こ と

は 困難 で あるが ， 多 くの 船長や砲手 の意見を綜合 して ， 大隆以下述べ る 如 き黼 を得た 。

　1． 纏噸數，速九 復原性，操船の 便宜等を總括的に考慮して ， 遽洋捕鯨船と して は總噸數 300 噸か ら 400

噸迄 が 最 も使 い よい 檬 で あ る 。 我國の 遽洋捕鯨船は春か ら秋に か け て は 日本近海 に於 て，秋か ら翌年春迄 は南永

洋に 於て捕鯨に從事 し， 前者 に對 して は小殖 りの 利 く300噸に 近 い もの が ， 後者に 野 して は航洋性の よい 400 噸

に 近 い もの が より適 して い る わ け である 。

　以下述べ る諸計算の 適用範圍は總t數　3CO 噸 より 400噸迄に 限定 し，
3α0 噸の 場合を小型，400噸の糊台を

大型と稱 し， 申間の もの に 對 して は挿聞法 を適用する こ と S すろ。

　2。 速力　（1） 邁鯨速力　近海捕鯨に於て は勿論，南氷洋捕鯨に於て は逍鯨遡力 が最も軍要である。 逍鯨速

力 と して は早い程 よい が，少 くと も 13 節以上 は必要で ， 現在迄 に 出來たもの は最高 15．5 節位 に 及んで い る

が ，取扱者 の 理想と して は倚これ以上慾 しい 様で ある 。

　繰業時の載荷状態は先ず孚載乃至淌費状態に ある が ， 所謂漁撈状態 として は孚載脚態と假定 し， 速力も定格乃

至過負荷出力に對 し取る べ きで あ る が ， こ ・ で は一應走格出力に於ける速力を邁鯨速力と定める 。

　實艪 の 船型試驗成績を參考と して ， 初期設計に於て は追鯨速力は試蓮轉速力より0．4節少い もの と假定 す る 。

　主機の 出力は此 の 速力を目標 と して定 め，推進器は此 の 速力に封して最も效率の よい もの でなけれ ば な らな
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　（2） 航海速力　遽洋捕鯨船で は追鯨速力と共に ， 主 として南氷洋往復，附隨的に 近海に於け る捕鯨基地間の

移動竝 に 基地漁場聞の 航海速力を十分 に 考慮せね ばな らない 。 之は燃料徑濟に 最 も關係が深 く，毎時毎馬力當 り

燃料淌費量の最 も少い 3；4 定格出力附近に於け る所謂速力を航海速力とす べ きで ，船の長 さは 比 の速力に 最適

と爲す べ きで あ る 。 載荷朕態は南氷洋往復時は滿載乃至滑費状態， 日本近 灘に於て は滿載乃至孚載腴態で あ る

が，孚載状態以下では蛮艦の 艦型試驗成縫を謁べ る と ， 抵抗曲線の hollow 及び hu皿 P の現れ方が 小 さ くな

り， 少灯 速力．が hump に か ・ つ て も急激 な抵抗饗加を起さ な い こ とを考えて ，銃潅速力 に對 す る載荷状態 と

し，て は浦載乃至雫載状態と し 、 實艦の 股型試験成績 を參考 と して ， 滿載經濟速力は L5 節 ， 牛載經濟速力 は

1 節試運鰭速力よ り少 く， 初期設計に於け る航海速力と して は此の 干均の 1・25節試遐轉逮 力よ り小なる もあと

假定する 。　　　　　　　　　　　 ．

　（3） 滿載定格速力　捕鯨船 は 主 と して （1）及び （2）の速力で航行 するが，必要の際に は定格或い は それ以

上 の 出力 で走 らね ば ならない 。 此 の 時折角出力を壌 して も速力が それ程出ない 樣では困 る 。

そこで 最も過重な駅態と して滿載状態を考えて，此 の時の 定格出力に於ける速力に於て ， 抵抗曲線が 著る し い

hump に ならない 檬に 方形肥酬 系數及び浮力申心 の 位置を適當に 定 め る必要が あ る 。

　初期設計の 礫に は ， 賞船の 船型試驗
’
成績を參考と し て ， 試蓮像速力 よ り 0．8 節少 く滿載定格速力を取つ てお

く。

　（4） 試蓮轉逮力　輕荷状態に 所要の 水 ， 汕を積 ん で適當な trim を與えた所謂試遘囀 状態に 於 て，定 格出力

の時 の速力を試邇蕪速力とす る 。 以 上 を綜合 して初期設計に 際 して 必 要な各速力 の 相互關係を弐表 に 示 す こ と

、 す る 。 爾速力の 單位 は節 を以 て 示す もの とす る。

　
丶

＼ ．載荷獣態

出　力　　
．’
＼ 一

　 試遐傳状態

（輕荷状態 ＋ 水汕）

漁撈状態

（孚載状態）
飜

定格出力 （全

徑濟出力 （3ム全力）

・・1
　 　 　 　 ［

y〆 y〆 二 7〆 − 0．4

Vg π
ノ 漏y1！ − LO

　 y3 コ y 〆
− O．8

V ε 〆 ＝ フ〆 − 1．5

　爰に　y〆 5 試蓮傭速力　　　 Veiti＝ SP載經濟逮力

　　 ．y〆 ＝ 逍鯨速力＞13　　 γ8 〆 冨 滿載經濟速力

　　　　VM → 醐 旋 格速力

で航海速力 を Vst とす る と次式 の 如 くなる 。

　　　　Vs ’＿＿11
：（写

1El〆十 丁！ee ノ）＝V〆 − 1●25

　3・ 航緩力　南氷洋出漁に 際 して は ， 日 本南氷洋蘭の獨航に は約 7
，
000 浬乃至 3

，
000浬を航海速力 で走れる

こ とが 必要である 。 之に 必要な燃料 ， i 罐永及清永を持たねばならな い が ，　 Steam 　ship の場合に は燃料及養綣

水の 淌費量が大 きい か ら．船の 大 きさに制限 ざれて ， どうし て も途中を受け る程度に留め ねばならない 。

　4・ 初期復原力　遉洋捕鯨船は 上甲板上 に 重量嚴 品 が多 く， 甲板室 も相當取 らねばならない か ら重心 が 上昇

し勝ちで あ る 。

’
又復原性能は trim の檬に 目に 見えな い か ら危臉 を態ずる迄放置 され野ちで あ る 。　Ptt：南氷洋

に 於 て は甲板上 の 氷結に ょり意外に重心 の 上 る こ と もあ る一方あま り動搖が 激 しい と捕鯨砲發射が困難 と な る

か ら・初期復原力があまり大き くな りす ぎても困る 。 初期設計の際には之等の點を よく考えて 危險の な い 然 し

大 きす ぎな い TGM を興えねば な らぬ 。

　爰 に 單位 は粍 と し一般配置の 二 樣式に就て は

一般配置

舗 櫞 1
（

輕荷状態

小型〜大型）

漁勢欺態

（孚載駅態）

　　 ロ
濔載状態

申央居住室式 400噌 450

端部鬢佳室式 350〜400

5α）〜600 600〜700

後畠 VIIL　 2．及 3・に 於て詳述する こ と Y する 。

5． Trim 捕鯨脂の 前部は耐氷構造，作業上必要な重量臓装品に よつ て 可 な り重 くな る が，後部に甲板室 の
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大部分 と主機がある か ら， 結局懿荷朕態に於て 重心は 翼 より可なり後に くる 。 然 し抵抗減少の爲淨力中心 も瓦

　よ りなるべ く
’
後に おきたい が ら

’
，

−’
各状態に於げぢ重心 と浮力中心 の 關係を よ く考 えて ， 黼 態に於て は ，

trim
’

by　bOw と なつ て 凌波性を減 じ走り難 くならな い 樣 ， 叉漁携朕態 に於ては ， 捕鯨砲の 高 さを水面か らな る べ く

一定 に保つ ど共に∫前蔀舷菰に どる甲板の傾斜が きつ くなつ て南氷洋に於て氷結時の作業に支障な き様，あま り

　trim 　by　stern が 大 き過 ぎない 樣 に せねば な らな い 。 　　　　　
i
　 ．　x

’

．　 6． 旋囘力　旋囘圏の小さい 程追鯨に都合がよ
・
く，殊に近海g）騙撃式捕鯨法に於て然 りで ある 。 ．實船の 成綴か

　ら旋囘圈は般の長 さの 3 倍以 内が よ い 様 で あ る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　
・
　　　　　 ．

7．

　

9
　

■

890　

　

1

を動か す如 く船を扱い得る こ とが ， 鯨を仕止 め る 最後の 瞬聞に最 も必要で あ る 。

以上の 諸條件 の 中に は相互に 矛盾するもの が ある 。 即ち速力 と旋囘九 航路寮定性 と操縱挫は一方を よ くすれ

ば一方が悪 くな 6易い 。 散に近海と南氷洋の 何 れ に 重點をお くか に よつ て ， どち らを よくする か を寔 め る と よ

い o

　　　　　　　　　　　　　　　　 IIL 　主要寸法及諸係數の 決定

後逡 力　鯨に銛毎命中 して か ら舷側 に繋 ぐ迄 の 間に 大 きい 後進力 を必要 とする 。

航路宏定性 逍鯨の瞭に は命中率 を よ くしプ 又航海中は燃料經濟の爲 に 航路安定性 の よい こ とを要する cr

曳鯨力　捕獲 し た鯨を基地又は母船に 引張 つ て歸る爲 に，曳船の如 く曵航 力の 大 きい こ とが望 ま しい 。

操縱性 全 力前進及難 急速起動及停止 が容易で dead　slow が利 き， 舵利 きが よ く， 恰度自分 の 手足

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　弐に遶洋捕齢 の 主要寸法及び諸係數に就て・II・の 諸條件に 基 き檢討を加えつ 丶 之を深定する一方式を導
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

〈 。

　L
’

．垂線間 の 長 さ （L ）
幽IL　2・（2）の 絛件 に よ り，塒料經濟の 見地か ら．　L は航海速ガ

’V・s ’
に 對 して 最適 の

もの で なければ ならない 。 郎ち滿載吃水線の 長ざをLv ： とすれば γ矧 ／硴 が抵抗曲線の hollow
’
rd入る如

く LVL 從つ て L ．をきめなければ な らな い 。　 L の 大 なる 程速力 は高め 得 る が ， 旋囘力の 方は それだけ悪 くな

る 。 そ こ で實船の 費料を調 べ た結果米單位に て ，　 VS ’1／硴 ＝ 2 の hoIlOW に 入る如 ぐ LprL を取 り， 巡洋艦

型 艦尾は構造寸法決定 の便宴上 ，
Lwr．

’
の 4％ じことる こ と ｝する と，　　　　 ・

．
　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　ttl1s’t／Lv 乙
＝2

，　　L ＝〔L　96」LVL　　　．　　　　　　　　
1
　　　　　　　　　　　　　　　　

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　
　
　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　

　
　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 ，

　　 ．・．　　L ＝ O．24Vs ／1当O．06　（1／Ejlt 十 1！EF ノ
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σ・。・。9 ・’」。・9 ・σ。，●・」（1）

一・方 IL　1．の 條件に よ り，操股上捕鯨船 の 大 きさに もある限度が あり・ 從 つ て長 さに も一一reの限度力量ある 。 今

糖噸敷を G．T．（單位噸），　 cubic 　no ．＝ bB ・D （B は型幅，　D は型深 ， 單位米） を C・N ・°

（單位米
3
）とす る

と ， 蜜船の費料を基礎と して弐の關係を得る 。

　三 逋成汽機を主槻 とする時　　　C ．N．＝ 6・6G ．T・− 660… … … … ∴ … … … … ・ … … … （2）R

　 DieseI　engine を主機とする時 C ．　N．　＝ 6（］．　T．− 600… … … … … ・… … … ・。．・・．・＿ ＿ （2）D

そ こで L と C．　N．の關係が分れば L の限度 が分る の であ る が ， 之は後遮の初期設計計算の結果肩め る こ と 、

する 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　2・ 型乾舷 （f）及鐸 吃水 ・（d） 繋鯨作業上 都合 の よ い 測 ＝600 粍 （幗 ）一一70P・M （耀 ）に と り　・　x 「ea

べ る型深 （D ） と の差か ら d が定 つ て くる 。　　　　　　
「
　　　　　　　　　　　　　

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

9

　 3。 型深 （D ）及び型幅 （B） D 及び B は 復原性の 見地 か ら定 め ねばならぬ こ とは．II・4・に 示 した通 りで

ある 。 麟 の資料を調べ て轣荷状態で IL　4・の 表 に 示す 質諏 を と れ ば ， 漁癆及び滿載朕態に於て も同表に示

す値を勵 得る こ と が解 か ら・ こ ・ で ｝ま 奴砺 の 顯 の鮪 蹠 をとる・
 勲 一κσ一『硼 なる式鯲

て ， 、今 をk
’
1
’

＝＝ o・5B とする 。 實船 の資料｝を調べ る と， 輕荷状態で 7盈 は 0・49　B−vO ・51　B の 範圍に あり，

WW の 撒 鯉 のenenl・rsては漣 か の細 rよ 喀 易 ゴ 認 を a 留 以上 ・・嘩 し得るか ら・ 初鰕

計と して は 0．5B に とるこ と s す る 。 そして 齋 ＝ 切
，　 Tご澱 昌 鵬 とする と次式を侭る 。　　　　　　　　

’

　　 「　　0。5B − kヱ）＝＝m …　。・・ら・。。。・・の・・，…　；．．。6・餌・・。・’■・…　曹…　曹・，・。；｛g騨・・
’
一・、・。・，的…　．・．．。。（3）

：

　 　 ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　 二 方滿載排水量を 4 方形肥瘠係數を CtS滿載吃水線迄 の 外板め排水量を S とする と次式を偲る 。

　　　　 d − 1．5S ＝ L
’
025　LB （D − f）Cb ・鱒・．・・9 ●・．…　」  ・・・・・…　●一．。・，・・・・…　三ノ ，

；・・の・・’．T
・・鱒畠・9 （4＞

（3）式及び （4）式を P 及び B の速立方程式と して解き，

・P の主根の みをとる こ と 、 して D 及び B を求め

弐式を得 る。
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・ −S｛（デ謝 ・V（・・ 号）
：

＋
。詈盡絵 ｝一 … … … … ・

一 一 … … ・ ・ …

　　　β
一・ （磁 D ）・・ m ・fk・ （f＋号）

2
＋赫 ．

… 一 … … … … ・… … ・ ・（・）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

爰に　f＝0・600（小型）NO ・　IOO（大型）
’
（單位米）

Wt 　＝＝

k亭

0．400 （小型）NO 。450 （大型）（單位米）中央居佳室式配置 の 場合

O。　350（小型｝〜 0．400（大型）（單位米）端部居住室弐の場合 （11。4 の表 よ
’
り）

0．雛 ．… Z50RP ．M ．竃蓮成汽機の 時

0．82… ・200R．　P．　M ．2 衝程單動 Diesel機關の時

O．82・… 200R。　P．　M ．4　NS 動　Diesel機闘の時と假定 し，他の 主機に對 して は適宜裕

　正する。

　 d は後出 V．に遞べ る諸計算式より算出する。

・
（單位瓲）

　　　　 L5S ＝ 5 （小型）
一・7 （大型）（單位懃）

’・

　　　　 L ＝O．2411ガs噐0．06　（Ve ” 十 VM 〆）
t　（（1）　式）　（單位米）

　　　　 Co ＝ 0．皐 （小 型）〜0．49 （後出 4．參照） とす る 。 　　
’

　 4・ 方形肥帝係數 （σの　IL　2・に逮べ た各速力の關係か ら次式を得る 。

　　　　 7s ノ
コ V〆− O．　SS

，　　 VN ，

．＝ V ．
t− 0．40

故に V〆 ＝13Nt5・5 の範圍に於て は VA．・！・1・　033　Vst となち。 從つ て Vs’1〆硴 ＝2
’
に とれば，　 VN ’1〆厩

・＝ 2・066 となる。 γ♂，
V   を 米1秒 單位で 表 わ し た も の を Vs，ウN

’
と し，重力の 加速魔を 9 とす る と．

L ・ ・O・96Lvn なる時は ， 上の闘係は Vsl／LTV＝O・　3s5及び 砺 1／石歹＝ 0・346 となる 。 そ こで山縣博士 の Cb

の臨界値の 式 10W 〆LTb− 2．8 （山縣昌夫著船型學 （上 ）撰抗篇 （18）式） よ り Cb を求め る
．
と．　 Cb ＝ O。55 及

水 Cb ＝ O・66 とな る。 郎ち VM に 對する臨界値の 方 が γ8 ’
に對するもの よ り大 となるか ら，　 IL　2・（3）に遞

べ た條件に拘わらず，Cb は γδ勹こ封 して寇 めね ば な らぬ が ， 璽 に巌密 に 考える と輔載經濟速力 Vs〆 の 場合

が 最も悪條件となるか ら此の 場合に就て考えて み る 。 ．ヒと同様に ，

　　　　 118’＝γ〆一一〇．85
，　　　　1／s 〆 ＝

’
VFノー1．1

故に　　V 〆 ＝ 13Nt5 ・5　』こ對 して は　Vu 〆÷ O・　S81　VS ’
，

從つ て VSIMr ；vJlz＝ 2　なる時は　 γ冒〆1〆j［砺 ＝ 1962
，

V 習 〆 を 米1秒 で表 わ した もの を Vee とす る と，　L ＝O・　96　LmL なる時は V 岬 1〆Lρ
＝ O・329，

　 C ，・ ・O。49 と

な る 。 　　 1　　　　　　 ．

　然 し乍ら小型艪 で は d の 割合に L が 小 さ く，Cb が 小 きい と B 及び D が大 となりす ぎ．速力 が 十分 に 得

難 くな り， 折角 Cb を小に した敷果がな くなるか ら， 滿載經濟速力で多少の 不利はあつ て も， 小型艦が主 と して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

近黼 蹴 謝 る こ と も考え・・ C・
・… 5・（畢 ）ab・49 （煙 ） とす る ・

「

　 　 　 ．　 　 、
　 5・　中央横載面係鮫 （CX ） norrual 　trim を有す る爲，・C壷は最大横載面係數より小となる 。又柱形肥惰係數

C广 C4 σ鼓が小 さい か ら；Vstl〆MvFEn＝ 2 附近に於て は，
　C鮫の小變化に より造波抵抗 は著る しい 影響を受け

ない か ら， 1麟 の 費料を參考と して ，．C 頁 ＝ 0・85 （小型）
．・O・　81 （大型） にとり，

rise 　of　 fioorの加減により
．TKM が 0．5B 以上に なる如 くする。

6・ 浮力中心の 位置 顕 ILコε・ ・ に よつ て 渤 中心の 位置を表峨 こ い す る ．
11・　 2・（3）・に於て述べ た如

く，
1・b は VM に封 して最適ならしむぺ きで あるtg 　 b ＝ 0・96　LVt どし て山縣博士の 示 された最適値 （前出船

型 學第 50 圖）を求め る と．VtM’〆五読 嵩 2・066 從つ て VNI／】難 0・346 に 對 しては Zeb　lt藁 より後方 4．2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　 な
％に も及ぷ。 然 し此 の 様に後方に取る と，

’
何れか の趺態に於て trim　by　bOw とな り， 航洋性を書する 懸念＄あ

る か ら， 賞艦の 資科を参考と し，
IL　5，，の 條件を考慮1して ， 隔 は次 の 如 く取 る6

　 申央居住室式配置 の 場合　　1．b ＝ 零％剛3％　　後方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　端部暦住室式配置の 場合　　leb＝ 1。5％陶2．5％ 後方
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揃 して 1・b の 相蓮に よ る所要馬力 の 變化は相當なもの となる か ら， 配置ゐ許す限 り 隔 を後方 に取るべ きで あ

る 。

1V ・ 主機及び推進器

　實艪の谿 を調べ ると，III．3．（5）式及び （6）式の k の假定に用 い た 150　R・P・M ・前後の 三 逋成汽機 （以

下 R ．E ．と略す），

’
200　R．　P ．　M ．前後p　

Diesel
　englne （！i下申速 D ．　E．とす ） 及 び 40011 ．　P．　M ．前後の

Die
’
sel　engine （以下 D ．　E．高速とす〉 が主機として最も多 く舶い られて い る）捕鯨船の主機に對する要求は

．II。に於て も随所に遞 べ たが， 之を纏括 して前記 の 三 主機に就て檢討す る と次表の如 くで ある 。 主機自睡に就て
’

主
’

機 1
緇

障

性

野
力

滔

（

　
縦

及

訊

鯨

料

量

　

動

d

　

　

　

　

　

燃

重

故

繰

振

恥

曳

R ．E． 1 中齢 ・・ 1 高齢 E

大

重

少

駛

小

顳

大

「

小

中

中

中

驪

申

1

1

小

輕

多

大

棉

小

紘 此 の 表 の 如くであ る が ， 船睦重心に封する影響は前記 k の値に 示 した如 くで ，
R．　E．

．
は汽罐汽機共蜀量大で

置 心 も高 く． 鞭 重心を相當に高め ， ，又高速 D ・E ・は中速 D ．E ．に 比 し輕量で は あるが ， 船底の 固定 ballast

を除 い た と同様の效果をもたら し， 却つ 鳰船睡重心を高め る樣で ある 。

　之等 の 得失を比 較 し た結景，近海で 騙討式捕鯨を主 とす る 時 は
・R．E．が 最も よ い が，燃料經濟屎び航績力の

重覗 され る現在で は南氷洋は 勿論近海の 場 合で も中速 D．E．が有利 と思われる 。 高速 D 。　E．は dead　slow が

、利かず ， 曳鯨力の 小 なる不利 は ある が ， 輕量である か ら， 同 じ総噸數 に 對 して ， 輕荷重量を減 じ．L を塘 し て

速 力を高め得る大 きな利點が あるの で捨て難い 所が ある 。

「’
2． 所要馬力の算定 IL　2・（1） に 示 し た如 く， 所 要馬力は逍鯨遽力に對 して 定 め る 。 詳細に は線圖が i縅

し，錘水量曲線 も出來 て か ら馬力計算 を行 つ て 求め るべ きで あ る が．こ Y で は實艪の 資料を基礎に して ， 速力從

つ て 長さ 乙 に最も適應 した所要馬力を次式で表わす こ とに しな。

　 R．・E．の 駘 ．　 1．・H ．・P．・＝100・L − 2．・640 … … ・… … 十・… … ・… ・… … … … L・… （7）n

　 中速 D ．E．の場合　B ．H ．P ．昌 74　L − 1．868 ・・… ・・
∵
… … … ・・… … ・・∴ … ・… … … （7）恥

　 高速・D ．E．の 場合 B ．・H．・P．・＝ 77・L − 1．・957 ・・… … … … ．一… ・’… … … 一 … り

’
・・・… （7）・・

夊 （1）式を用 い て （7）式を速力 と之に適應 した 出力の關係に 直すと次の 如 くで ある 。 　　 ，

　 R ．E．の 場合　　　　LH ．P．＝＝　24　Vs”一一2 ，
　640… … … ・… … ・・…，…　‘・・…　

一’・… ・・
∵
… ・・（8）n

　 中速 D ．E ．の 場合　 B．　H ．　P．＝　17・76　Vs「e − 1・868 ・…　… … ・．… ・… ・… … … … ・・… ・…
　（8）刀2

　 高逮 】D．E ．の 場合　B 。　H 。　P．＝18．　48　Vsn − 1．957 ．
・・… … … ＿ ＿ ．・＿ ＿ ．．．＿ ．＿ ＿ ．．．（8）D4

　 3． 推進器 1L　2．（1） に遞べ た如 く， 推進器は邁鯨速力 に 對 して 最 も效奪 の よい も の と せ ねばならない 。 然 1

　し航海逮力に於て も」 曳鯨時に もなるべ く敷率の 低下 しない もの と した い 。　　　　　　　　　 ．

　　主機直結の 場合は，その 囘鱚數に より推進器の大さも左右される 。 R ．E ．及中速 D ．E．の 場合は推進器の直

徑 も相當大き く，各載荷状態に於τ敷率が よ く． 曳鯨時に もそれ程悪 くならな い が ， 直徑が あま り大 きい と準進

　器 の 沈度 が淺 くなり船尾の線圖に も無理を生 じ易い缺點1が あ る 。

　　高逮 D ．E．の 場 合に は，3翼に レて も直徑が 可 なり小さ くなる の で ，孚載以下でほ それ程敷率は低下 しな い が ，

滿識駅態 で は經濟速力を越すと著る しく效率力｛低下 い 更 に 曳醵時 の 如 く荷童が堰す と盆 々 低下する 。 然 し推進

　器の 沈度が深 く， 船尾の 線固を無理の ない樣に導き得る利點があ り，隙 態で經濟速力以上で走る ことは少

　く， 夊 dead・slow の利か ない こ と は逍鯨蓮力の 量大 に ょつ て償 い 得 るか ら， 曳鯨力 の 小な る こ とだ けを辛抱
’
すれば ， 高速 D ．E．も十分有效に使 うこ とが で きる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　、　 V 。 排水量 の決定

本章に於て重量の 單位は凡て瓲とする 。

　 　 の

1・ 排水量の 内譯　（）丙は略號を示すもの とす る 。　、

滿載排水量

　 （d），

副
戴貨重量

雌 重量

（H ．＆ 0 ・）

鋼材 （S）・

木材 （W ）

齢 廊 C・rnent
・
CF．＆ C．）

織 （F）
法崖屬具及備品 （E ）

漁撈設備 （F．A。）

甲板機槻 （D ・M ．）

機關重量 （E．W ．）

燃料油 （EO ．）　
’

養罐水 （Fp・W ．）

清水 （F．W ．）

小 出 tank （S．　T ．）

竃量食2乏炊事用鰰 （P．＆ F．）

乘組員及手廻品 （G ，＆ E．）

漁具 CF．　C ．）

ll． 軸 騒 （・） 騨 聾 鍛 の資料湛 礎に して各繭 讖 歡 伽 俵 わ した。

　（a） 鋼材 外板及び肋骨は鋲擾，他は極力電氣熔接を用い た もの を髏準とし，鋼材重量を弐式で 表 わ した 。

　　 、
S ＝ O・13C ・N ・＋ 9 … … ’’”

∵
”… 一… … … ・・… ； … r… … ・・… ・・… … 一 …

（9）

（b）ト棉 昨 a 。！
・ c・N ・＋ ・・… 一 … ・・… … … ・… ・・… … … ・一 ・… … ∴ 一 ｝（・・）

（・1 塗甑 C』皿 叫
P ・ ＆ C・・ ・… 6C ・N・＋ 4・5 − … … ・・一 一 … ・・… ∴・・… … ・・（・・）

・（d）
’
纖 F − O・・017・C・・N ・・… ・一 … … … ・・… ・・… ・… … ・・一 一 ・…

∵
一・… ・

∵
・（1！）

’

　（e）　法竃屬具及備品 F 二 Z1 … ’・°・°・
∵
・’・

∵ ．
・°’… … ・… ・…

… … ・… ・… … ・・… … ・（13＞
（f） 捕鯨設嘩 F

！
　A ・＝19 ’・… °… °… … … … … … … … ・・… … ・… ・… … …

∵
・（14）

　（9） 甲板機械 b・　M ：＝（）・　001　C・N ・　＋14… ・・… … … … … ・… ・… L・… … … … … ・・… （15＞．

　（2） 綜合重量　（1） の 結果を綜合 して 次 の橿算式を得 た 。

　　　 H 。＆ O ．＝ ny6　C．　N 。十60 ・… … ・；・…
　

… ・・…，・・… 。・一・…
　

… … ■一・・… …
　

… ・・。… （16）

　3． 機關量量 顱遡 の代表的三 主機の鬘量を次式に て 表わ し 他は適當に 補正するもの とする。 ，

．R ・E・の揚合　　　　E・W ・＝9ten　LH ．P・＋ 5・0… … … … …
∵

」・… ・‘… … ・・… … ・… （17）re ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ

　申速 D ’E・の 場合　 E・W ・＝ 7180B ・H 。　P ・十 37・5・… … … … … ・… ・・… … … … … … （17）Ds墜
髄 D ．E

，
の 駘 E．，W ．−1ノ・6k 凪 P ．＋ 42」5… … … ・… ・… 一 … … … … ・・… ・（・7）。‘

4・ 載貨重量 （1）内謁重量 （・）mWta 　 ll・a
ρ絛件に 基き溶 積の 關係を考慮 して ・三 遖式汽機の場合

に は 7
・
・°° 浬 ・　

Diesel
　

・ngine の 場合 は 7
・… 浬 （小型）乃至 ＆OOO 浬 （〜k塑）を目標と して額 綻 め る

こ と N す る。 但 し燃料油槽の 90％ が有敷と假定 し， 更1： 1）iese1
’
engine の場合に は南太 ZF 洋か ら南氷洋迄6

間 に汽罐 を焚くこ と も考えて・更 に 5％ の 餘裕を見込み麟局 85％ が有效と假定する。 　　 ．　　　　　
’

　（i∫ Diesel　e   ine の 場合 観 ・毎 B．　ff．　P．當 りの 燃料淌費量を 180 瓦 と し，航海速オと馬力の關係が

（8＞坊 iB （ば （8）p4 式で 表 わ され る もの と し，

’
上 記の 假定 に 基 い て 計算 し， 中速 D．　E．の 場合も高Pt　D．　E．の

拐合 も大差 はない か ら， …斌 で 表わす こ とに した 。

　 　 　 　 　 　

　　　 F・O ・・ 7i80B・H ・P・＋ 2・5 ・・… ‘… ・
“

一 ・… 一 ・
・　一・一 … ・’ ・

∵
… … …

∵
… （18）b

『
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

tt
　　　　　　　　　　　　　　　 L

（ii）；三撒 汽機の駘 tWliltw・… H ・・P ・當 りの  淌飆 を 55嘔 と し・ 轍 醗 復の途申で，2雕 給
・

する こ比 し （簸 同樣に 区 計算
’
し・ 翠 を得 た・

．
　 　 　 　 　 　 ．

l

　　　 F ：O ・＝ O・or7−1・H ．　P．＋ 19 … ・・… 一 … … … 一 ・一 一 ・・幽 ・… … ・… 一 ・・（主8）。 　
・

　（b）、養罐水　（i）Di
骨
sel 　engine の 場合　補助罐も甲板補機も船に よつ て殆 ど榎§らない か ら，養罐永の 1 日．

の滄費量も殆ど同じで ある 。
・
そ こで 麟 の

・aw を基礎と して ， 船の大小に より餘裕に差をつ けて吹式で表 わす こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1・
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と に す る 。

　　　　Fv ．　W ．　＝ 　1，
’4eO　B ．　H．　P．十 30．5 … … … … … … … … ・… ・… … ・… … … … ・… （19）D

　（ii） 三連成汽機の場合　燃糾油の 場合と同欟の 補給率と器丙容積の 大小を考え，實船の資糊を基礎と して ，

次式に よ つ て 表わす こ とに する 。　　　　　 ・

　　　　FD．　W ．＝0．Ol：，　LH ．P．十 21 ・… … … … … ・… … … … ・… … ・・… … … ・… … （19）R

　（C） 清水　 1 人 日當 り清水淌費量を 20 瓩 と假是す る と，脯 鯨艦乘組員數は 20 人乃至 25 人で あるか ら，

南氷洋片道航海に は 15 瓲で 十分なる故， 弐の如くとる 。

　　　　 F．W ．＝ 15… ・… … … ・・… … … ・… … … ・・… … … … ・… ・… … … … … ・… （20）

　（d）　小出 tank 　實脂 の 貸料 を基礎 と し次 の 如 く取 る 。

　 Diesel　engine の 場合　S．T ．＝ 12 ・… … … … … ・・… … … … … … ・…　… … ・… ・… （21）D

　，……連 成汽機の 場合　　　S．T．＝ 5 … ・・＿ ．．＿ ．．＿ ．．．．＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 。．．．．＿ ＿ ＿ （21）n

　 （e） 乘組員及所持品　糧食及炊事用燃料及び漁癆清耗品 は 質錯の 貸料 を基礎と して 弐 の如 く定 め る 。

　　　　C ．＆ E．＝ 3・・・・・・・・・…　（罪 ）　　P．＆ E ＝5・・・・・・・・・…　（13）　　F．C．＝ 10 ・
r
’・・…

　
。・（24）

　 （2） 綜合重量　（1） の 結果を綜合 して弐式を得た 。

　 Die＄ei　engine の場含 D ．　W ．　＝O．　09　B．　H ．　P．十 78… … … … ・… ・… … … ・・… … … … （25）D

　 三 迚成汽機の 場合　　　D ．W ．二 〇．0821 ．H ．P．＋ 78 … ・… … … … … ・… ・・… ・・… … ・・（25）n

か くして ， （16）， （17〕．（25） ！）三 式よ り 1 がそ厚ら れる 。

VI ． 初期設計計算表及 曲縁

　　1． 初期設計計算表　以 上述 べ た 諸式を應 用 して，主要寸法及 び 諸係數を求め る計算例を別表 に 示 した。

　　Lt． 計算結果の考察　（1）本計算に 當 つ ては ， 最初 L を假定 して ， 之 と （2）式か ら定め た C．　N．との 兩方

　ぷ ら重量計算 を行 い 排水量を定 め て，「5）式及 び （6 ）式 に よつ て B ，D を求め，　 L・BO ＝C。N ．と なる 稼，

　試索法 に よつ て L ， B ，　D を求め たが、そ の結果 L と G．　T ．との闢係が弐式で表 わ さ れ る こ と が分 つ たか

　ら， 圃際 の 應用に 際 して は ，始 め か ら此 の 式 を用 い て 乙 を定 め れ ば よい 。

　　 R．E．の場合　　　　L ；O．　07SG ．T．＋ 12．9… ・・＿ ．．＿ t．．．．．＿ ＿ ．＿ ＿ ＿ ．．＿ ＿ ＿ （26）n

　　中速 D ．E甲の 場 合　 L ＝ 0．1G ．T ．＋ 3 ・… …　… … 一一・・・・・・…　… ・… ・・…　… ・・・・…　… ・（26）函

　　 高速 D ．E．の 場合　 L ＝O・12G．　T 。十 3 ・・・…　
… … … … … … …

　
… ・・・・・…

　
… ・・・・・…　

一（26）Di

　　（
4♪

） 機闘重鑑が船の 羊要寸法及び 速力 に 著る しく影響す る こ とが 分る 。

　　 （a ） R．E．は 船 の 大小 に拘 わ ら ず，　 L が小 と なり速力 が得 られず，船 が 大 き くな る 程此 の 傾向が薯る しくな

　 る 。

　　 （b）　同 じ G．T ．に 對 して ， 中速 D ．E ．は 最 も燃料淌費量の 少 い 脂を迭 け得る 。

．　 Cc〕 同 じ G．T ．に對 して ，

1
高速 D ．E．は邁鯨速力を最 も大な ら しめ る こ と が出來，胎の大なる程此の傾向

　 が大 きい 。

　　 （3） 中央居住室式配置 と端部居住室式配置 を比べ る と，後者 の 方が多少細長 く深 い 船 を造 り得 弓點 で 推逕性

　
’
能上窺分 の 利益が あ る 。　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　　 3． 初期設計計算曲線 計算の結果を Fig．1 に まとめて曲線を作つ た。 初期設計の際に は ． 穗噸數又は速力

　 の 何れ t ・・N
’
與え られ る と， 此 の 値を縱軸上に と り，之か ら横軸に 4 行線を引 き總噸數又 は逮力曲線との 交點に 於

　 て縱線を立 て ， 之と横軸及び諸曲線と の交點の値を讃み，初期設 計に 必要な諸數値を得 る 如 くした 。

VII・ 線 囲

1， 前部線圜　砲手蠻や前部作業甲板が濡れな い 搬に 凌波性 をよ くし．TBM 從つ て TG 躍 を墸 し， pitching

を減ずる爲に強 い V 型横赦面と し， 又旋囘性能をよくする爲 deadwood を切 り取つ て ， 所謂捕鯨船型船首 と

する 。

1． 後部線國　鷲尾は吃水線 D 長さを壌 し， 淨力中心を後方に よせ る爲，で きる だ け巡洋艦型船尾を深 く沈め

N 工工
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る の が よ い 。 後部船體の 横截面 は航海中の 燃料徑濟及後進力の壕大に重點をおけば中庸の．V 型が よ く，逍鯨逮

力及び旋囘力の 壌大を重軛すれ ば扁雫なもの が よ い 6 之 は 前者 の 場合 は y51〆研 が抵抗曲線の hollOw に あ

り，後者 の 場合 は Vki〆ig （VR 、は y〆 を 米1秒 單位 で表 わ したもの ） が hurnp にか 、 つ て い る こ とか

ら導か れ る 。 叉旋囘性能をよ くす る爲前部 と同檬推進器軸か ら下 の deadwood を出
．
來る だ け 切 り販る の が よ

1 い o

厂 3． 舷弧　前部舷弧 は銛凌射竝 に鑿鯨作業に重大な關係が ある。 大に過 ぎる と操舵室か らの 見通不良．氷結時

滑 り易い 覊 水面か ら上甲板迄 の 高さが高遯 ぎ繋鯨作業に不便なる事等の缺點を生 じ， 小 に過ぎる と甲抜面積の

狹小 ， 凌波性の 不良を來 して之又繋鯨作業に 不便とな る 。 そ こ で前部舷弧 は 2・4 米位 が 適當 の 様であ る 。 後部

舷弧 ljie波をか ぶ ら ぬ程 度に 1・2 米位で よい と思 う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

　 4． normal 　trim 推i邁器 の 納り具合をよ くし， 重心及び淨力申心を 亙 よ り後方に寄せ る爲 ，
600 粍乃至 、

900 粍位の normml 　tτim をつ け る の が よい と思う。 徇本論交中各所に邇べ る trim は こ の normal 　trim を 、

含管な い もの を意昧する もの とする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　V皿 L 一
般 配 置

　L　分類 賞船の 貸料 を橡討 して ，上 甲板下居住室 の 位置及 び spring
　
recess の 位 置1；よ り，艪的配置 の 棚．

式絡 々 2 種 に分類 し， その 利害得失を檢討 してみる 。

　（1） 上甲板下居佳室の位置に よ る分類　　 1

　　（a 》・申央居住室式配置
「
（焚 accommodatiop 　arrangement ）

　　（b） 端部居住室式配置 （end 　accommodatiOn 　arrangement ）

　（り

）　spring 　recess の 位置に よ る分類
　 　 　 　 　 i

　　（a ） 盧部 sp 血 9　 recess 式配置 （b・ttom 　spring 　recess 　arrangement ）

　　（b） 槽頂 ・P ・ing　 recess 式配 置 （tank 　 t。P ・pring 　rece ・s　arrange 皿 ent ）

。

2i’

。鯑 講 譱繍 瓢 。毒署梦
臘 驪 轍 近 くに集轍 し’燃料油椿

　（1） 萇e 所
1
（a ） 上記 の 油槽配置に よ り trim を調闇 し易い 。

　〔b） 上甲板下js〈t，k と甲板室との 麺 が；grm二便利で・d・ed　・p・ ce 砂 く・ pit・hi・g もひ どく剛 ない 。

　（c ） 滿載状態 で triin 　by　bow とな る懸念少 く， 淨力中心 をそれだ け後方 に お け る の で ， 推進性能上有利で

ある 。 　　　　　　　　　　　
・

（・） 蜥 （・）瀚 緬 で動 の高畷 部雌 を餬 す る ・ LP ’多 く
t7

こ め臙 で適當t・　TG ／M
’
を保・ St

幾分幅を廣 く深 さを淺 くせねばならない の で
号

多少抵抗を堵す。

　（b） 甲板室は 前端 で少 し帳頒 く取る t・ ら・ 樋 と の 間 が 狹 く・ こ の 下 の居 住室 の 操光ma が や りに くい ・

　（c） 小型艪の場合に は ， 上甲板下居佳室が甲板窒前端より前kJffて ， 捕鯨設備の配置に支障を來す懸念があ

る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　
’
3． 端部居佳室式配置　Fig．3・に示す如 く，

’
機關室前方 並 附近 に燐料瀬槽の 大部分を集め ， 船首隔壁の後

’方 及機關室の後方 ， 又は機關室 の 後方の み に 上甲板下居住室 を設ける從來の配置法で ある 。　
，

（・）
1

蜥 （・）漁撚 態唹 て は N 附近 の 燃 舳 槽を藤 る か ら・ 鰓 の淌費に從つ て t
岬

の 變イ時
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少 く，TGM’
を良好 に 保ち得 るか ら， 幅を狹 く深 さを深 くし得るの で抵抗を幾分減 じ得る 。

　　（2） 短所　（a）上甲板下居住室と甲板室 との交逋力言不便で，
dead 　space が多く，　pitchihg をひ どく感ず

　る 。 ．　　　　　　　　　
’
　　　　 1

　　（b） 滿載状態で trim 　by　bow と なる懸念が多く， 此 の 爵に 淨力中心をあまり後方に お けず， 推進上不利 と

絶 蜘 ．、  ＿ 搬 。、9．、 。 示 　 一 雌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 RECEs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RM
す如 く， 機關室前方繭舷燃料油槽の間に ， 幅約

2．5 米 の spring 祀 cess を匠部 に とる式で あ　
．
　　　　 g 　

‘

　る 。　　　　　　　　　　 ・

　　（1） 長所　（a） 般齷 心 を降下 し得 る 。

　　（b） 燃料油槽頂部を十分 に倉庫 に 利用 し得
゜

る 。

　　（2）　短所　（a） 燃料油槽 の 容積を十分に と

れない 。　　　　　　　　　　　　
・

　 （b） spring の 點檢手入に稍便利が 悪 い 。　／

　 5・　季曹頂 spring 　 recess …姻e置　　Fi9・5・1こ

示す如 く，機關室前屶燃 料油槽頂部に recess

を設け ， この中に捕鍾spring をおくか ， 又は

全然燃料油檀頂部をZF 坦に して，この朧 豊申心

線部に置く式で ある 。

α！闘 （a） 鮴 黼 の 容積を粉 陬
「

．一
　り得る。 　

’
　　　　　　　 ．

　 （b＞ 讖 手入に 便利 で ある 。 　 　 　 一
　 （2） 短所 L （a）羅 の 電心を上 昇する 。

　 （b） 油槽頂部を十分 に倉庫 に 利 用 し得 な

い 0

　 6・ 各式醍麗遶陽上 の 注意 船全彊と して の

見堆か ら中央居住室式醜置 と底部 spring 　 re −

cess 式醇置の 方示他よ りも合理的で 準歩 し た
　　　 tl
醗置である と思う。 而 して申央居佳室式配置 の

・場合 は端部居佳室式配置 の場合よ り復原性に 懸

念が多い か ら底部 spring 　recess 式配置を用

い る方が よ い と思う 。

，

　
7・ 上部局住區域　上甲板k甲板室は懃 b降

下 の 爲で きる だ け高さを低 くし， 出來得れば機

關室国壁の尻は， その前後部より低 くするとよ　　　　 ，
い 。 甲板筌の高さは普通 L9 米乃至 2 米位 に とる が ， 換舵室だ けは礫舵に便な る綴 2・2 米位 に高め るめが

甲

，

57P劇εε 朗 ε56 ε．

艶

5アo榔 ．

噛
P

， 52 實 1》6

魎 爾露‘ 55 ．

・
て
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よ い 。

Ix・ 構

ある 。 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レ

　2・ 舷培　蛮よ り前部に は舷墻を取付ける。

最近は 舷壗に tumble 　 homg をつ け な い が ，

こ の 方が甲板面穣を廣 く出來，母瞞 けの 際

は鯨を fenderに使えぱ損傷す る こ と もない か

ら，，具合が よい樣である。 舷培の 高さは繋鯨作

業 に 便 な る様 0・7 米位 が よい 。　　　　　　　 ．
　 　 　 づ

　3． 耐氷構邉 南氷洋航行の爲外板前部は鰍

氷構造とする 。 鋼膳構浩規程 に よれば耐氷構迭

に は， 船の前部 115L 間に 於 て ， 中聞肋骨を墳

造

丈　舷縁の 保護 捕鯨艪は接舷の 機會が多 い か ら，舷椽を損傷し易い か ら，
Fig．6 （1）の 如 く孚丸鋼で 焚よ

り後部の舷縁を保護する が ，
FL　6 （2） の 如く舷縁山形鋼を下向にするの もよい．こうする と舷弧の最低部附近　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

に荒天時 free　water の た まる の を防 ぐ利益 も　
・
　 』　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　 ．．

　　　　　　　　　　・ ，　　　　　　　 Fe
“
6 ， 6．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TOP5 ／DE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO．NrVEcrl　ON．

（t） t2）

設 し水線附近外板を壇厚 す る 方法 と．肋骨心距 を縮 め肋骨 を強化 し水線附近外板を璽厚 する方法の 二 通 りある

が 」t工數は後者の方 が少いか も知れない が，漁鉛構造規程案 に ， 母船式捕鯨船の前部に中間肋骨を設ける要求

が あ る か らp
・之か らは前者を用い る方が よか ろう。

　4． 歩路の 支持　航海舶橋 と砲手臺を迚絡す る歩路は從來 2 本又は 1 本 の 支柱 に ま り支えられ て い たが ， 最 ，

近前墻 か ら肘板で 支 える もの が で きた。 之 は 上甲板を匿く し 索具 ， 綱類を取 り易．〈し，繁鯨．繋留 ， 補給の諸

縢 搬
め

驪驫 。。、れ 。酬 。、。 。繍 1むず。 、＿ 繍 。 に よ ，藁容
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　　　　　。
易に し又重量を輕減す る の が よ・Vk　i

。 然 し銛發射の 際相當 な衝撃 を受け るか ら設計工 作に 十分 の 注意 を要す る 。

　6・ 電氣熔接の應用
’
軍氣熔接は現在迄 の所，外板の 繼手 ， EtJ骨の取付以外は相當贋箏團に利用され て い る

が ， 此 の 程 度 の 小型贈で は將來全燐接船迄進歩 させ ， 重量轣減從つ て 逮力 の機大 に 費すぺ きで 諭 る。

　7． 舵 II．6．に示 した如 く， 旋悶性

能 を よ・くせ ねば な らない か ら舵面積 は 相

當大きく （li25ny1，30）Ld 位 に な つ て

い る。
Fig．7・（1）に 示す懸垂準衡舵と

Fig．7。（2）に 示す非懸垂準衡舵の 2 種

が現在用 い られ て い る。 舵利 き及旋囘性

能 に 於 て は前者 の 方 が ，舵及び推進器 の

保護竝 に航路安定性に於て は後者の 万が

優 れ て い る 。

．1FELLS1，．！Z7

（f冫 ‘2，．

丶

　　　　X． 艤　　　 装

　1・　漁癆設備　（1）揚鯨機　現在何れ

も澗 功嬲 2 蟇に よ り，　捕鯨 spring

と とombine して鯨を引寄せて い る が ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

將來は電化す る と共に ，捕鯨 spring の 機能 を之 に 與えて 捕鯨 spring を廢止す る所迄進むぺ きで あ る と思うp

φ） 綱懸 鮪 ，・11。r の 上｝：之をの せ たもの と後に おV・たもの とが 泌 ． 前擁 波に叩か れ る鯰 はあ
　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　
るが之は折込式 とすれば邏け られ る し，籾の roller へ の は まり方 もよ く，砲の祺界も贋 くし得る の で有利 で

ある 。

　（b） 電氣熔接 の應用　船首及甲板 roller ，繋鯨孔等はなるべ く鋳物をやめて鋼板熔接製 と し重量を輕減した

kt” o
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　2． 繋留設備　U）錨　近海捕鯨の 際は ， 基地の設備が 不完全で ある か ら， 操作に は不便 で あ る が ，
Stock

anchor を用い ， 而 も規程 よ り 1段乃至 2 段上 の物を用い たい
。

　（2） 揚錨機　蘖鯨用絞盤機又 は 揚鯨機を揚錨機に兼用する が ， 錨鎖庫の 配置上中央居住室式配置の時は前者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

を淵 縮 騰 式配置の時蹤 者 　 　FIG．8．　sκYLI6Hr 　FOR

響羅 鐵
う

紬 ． 　 α  臨 跖 遡 ・伽 吻 加 η ・N．

d

爨嬲糶蠱繊怨　 ．
・ ・

＿ 幽
で2 ，

A

の と ，
Fig．8・（2） の 如 く天窓に

稍子をはめ こ みその 中央に通風筒

を立てたもの とが あ る。 前者 の 方

が操光通風共完全 に 行わ れ る が，

少 ししけ る と天窓を開けて おけな

い 。 その點は後者 の 方 が よい が換

鄭 不 枌 と な り易い ． 故 に前者 の燃 を岬 板に 開h…1
’

・・u ・k に して端脚 板に 上at・ こ ’　｝：開   こする

　　　　　　　　　　　　　●
とよい と、田［う0

　4． 操舵装置 從來の各船共蒸氣操舵機を用い て い た が ， 最近 の motor 　ship で 電動躁舵 機を用い た もの が

出來た 。
motor 　ship で蒸氣操舵機を有す る もの は，南氷洋往復航時南太ヱF洋以北で は補助罐 を焚く不便を蓮け

る鳳 豫麟 置の 手動隴 攤 用い てい る ヵ1
・ 電嫐 燬 をmv ・れ ば此の不 便が な く・又汽嫐 舵概 用、

’ た

時 と比較 して も燃料及i黼 水が 節約出來 る 利點が あ る。　　　　　
一

　　　　　　　 ，

　
・

　 　 　 ， 　 ・ ． 　 XIL 結 　 　 言 ，

　以上を以 て甚だ不完全乍ら遠洋捕鯨船の設計に就て一逋 りの檢討を終つ たが ，IV・1・灰ぴ VL　2．に も述べ

た如 く遠洋捕鯨船と して 最 も重要な追鯨逮力及航績距離の壗大 の 爲に は高速輕量の Diesel　engine を用 い る こ

とが最 鮪 利である ． 高速麗 の Di・se1 ・・gi・・ は曳鯨力の ・1・ な礁 黜 まある が ，將來は之に飃 飆 を駘

せ て推進器 の み低冏轉と して 曳鯨力 を塙すか ， 或い は曳鯨用に は專門の 曳脂を用粋る様事業組織を改める こ とに

ょつ て，遠洋捕鯨船は飽迄 も逍鯨速力増大 の一途に向 つ て能率の 増進を期す べ きで ある と思 う。．

　 最後に本稿を草する に 當 り，色 々 御援助を賜つ た川崎電 工 業艦脂工場麟 部竝に 造機部設計諜各位 に厚 く御禮

申上る次第で ある 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
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 os

153.47172.61161.

 25158.
 56164.56206.

 di

FD.W.T.
 (K.T.)-

 14. 16

 14.96'

48,41.
 74'

 30. 39･

 21. 65

34. 7031.70,44.

 8846.2075.

 6921.
 99

F. W.  T.(K.T.)

  .17.

 2916.

 18

23..334&
 4734.
 90

22.7359.

 3423.
 6534.
 ca9.
 9414.
 74

STORES
 (M3)

   '64;29

54.26  .

1on. 29.

54.32

COMPLEMENTSLL

OFF  Rs.l  CREws

8666.7

689889

J

,

1214'142114

151614141712

TOTAk

'i

2020202721

212423

 

'

ti2521

1-



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The  Society  ofNavalArchitects  ofJapan

vaptrathrampscfircsut6-nyE･ 63

TABLE  6
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 4oo

2. 4004.
 6oo

   2.4oo

･
 2.4oo

   2. 400

ST[EAMWATER

   2. 4oo

LENGTH  (M)PRESSK(cKMG2)
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4C.S.A.S.I.D.E.
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 t
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TABLE  7 /
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c3 870I.H.P. 14 2.6oo3.3091.

Dlox43ox45n1.6ooB.H.pl3so ' 13A.EM.B.
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TABLE  10
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ABcDE.FGHI'JKLM
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TABLE  11
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TABLE 　 12
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ABCDEFGHIJ

「
K
」

M

TURNING ・TRIAL ・RESULTS ・）1… Z
』

STEERING
ENGINE 、

ELECTRIC

STEAMSTEAMSTEAMSTEAMSTEAM

STEAMSTEAMSTEAM

「
STEAM

　 DA
（M ）（P）

1〔｝7．7

118．614611899
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．4

10492

．1219200

　 DAs
（M ）（S）

103．8

109．0160115

．5103153

．4

　92．5
、

　 98．8189

　 191

　 Dr
（M ）（P）

121．8

86．0152

ユ22120

．5．
173．5

13090

．2210201
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　 DT
（M ）（S）

132。2

96．0160

；5111

．5120

．52

工6．0

ユ0992

．4

ユ96193

D 」 ／L
’

（P）　 ・

2．83

2．97、

3．652

．952

．492

．69

D 』1L
（S）

2．932

，工64

．663

．85

t

2．73

2．73

．4．oo2

．892

．583

．61

2．132

．314

．233

．67

DT ／L
‘P）

3．21

2．153
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。053

．014

  08tl

　 2．99

　 2．11

1：1；

D7 ！L
（S丿

3：48

2．404
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．08

2．512

．ヱ64
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．71

■

●

討 論

O 遠山　光一君 漁轡時 の 排水 量 と fuel　band 　condition の di＄placement の 關 係 は 何 う で す か 。

O 高．壊　　清君　艚 に て き け ば南氷洋 で も 7〜10 日問程 度の fuel　oil や 水 を積ん で 漁欝に 出か け ます 。 4il載

　瓶 態で 出港 し 滄費歌態 に な る ま で 船 の 脚 で 漁撈 し ます 。

O 蓮 山 　光・喝暑 desigロ の 狙 は そ こ に あ る の で す か 。

O 高 槻　 清君　そ れ を主 と す る か ， 航海瓶態 を主 と す る か は 未 だ 問題 で あ り S す が ， 然 し こ の 論 丈 で は 航海 肌

　鮟に重 鮎 をお い て 居 り ます 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・
　　　　　　　　　　

’

O 還叫　光一君　雨者 の 準均 飛 態 を 考え k 方 が よ くは な い か と 思 い ま す 。

O 高 城　 藩君　牛載缺態以下 で は 賞船 の 船型試驗 威績 を調 べ る と抵抗曲線あ   p ＆ hollowの 現 われ 方が

　滑 らか に な りま す か ら航海速力ほ どや か ま し く hump ＆ hollow を考 え な くて よ い ≧思 い ます o そ ζ で 浦載

　 と牛載 の 亭均 と し て 載荷歌態程 度 を決定 の 目標に取 り ま し た
。
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